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（他薦の場合のみ）推薦者の情報を入力してください。

※法人以外は推薦者となれません。

本社で応募→企業の代表者（代表取締役等）

事業所で応募→事業所の代表者（事業所長等）

自薦、他薦の別を選択ください。
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ホームページ等がない場合は記載不要です。

日本標準産業分類に規定する分類を選択してください。複数の分類項目に該

当する産業を行っている場合は、主要な産業を選択してください。

取扱商品やサービス等について、具体的に記載ください。

（記載例）

・冷間鍛造金型、プレス金型、精密治工具の製造・販売

・パン、和菓子、洋菓子、米飯類の製造

・新車、中古車販売、自動車車検及び点検整備、自動車部品販売

・特別養護老人ホームの運営、通所介護、ショートステイサービス など

役員、出向・派遣社員は含みません。

申請日時点で取組んでいる制度等に をしてください。

（加点項目となります。）

下部５つのチェックボックスのうち三つ以上が でないとエラーとなります。
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事業年度は会計年度、又は企業の会計年度です。

参考として離職率の計算方法を示しています。冷間鍛造金型、プ・レス金型、

事業年度は会計年度、又は企業の会計年度です。
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選考にあたっての審査項目は次の通りです。

１他事業者への模範性 ２先進性、独創性 ３継続性、実効性

４子育て支援気運醸成への貢献度 ５その他、評価すべき特記事項

なぜ（いつ頃から）子育て支援に取り組んでいるのか、目的やきっかけ、経

営者等の思いなどについて記載ください。

（記載例）

創業時から男女区別なく能力が発揮でき活躍できる職場づくりを進めてお

り、自然と子育て支援の取組が充実してきた。社長自身に子育て支援に対し

ての思いがあり、短時間勤務や育休制度を早くから整備している。技術習得

した職員が長く勤務することが、会社としてもメリットが高いと考えている。

・法令に定める基準以上の取組や、先駆的な取組、特徴的な取組、独自の取

組や工夫している取組などをできるだけ具体的に記入してください。

・事業所単位で応募する場合（本社等ではない場合）は、特に事業所独自の

取組がわかるように記載ください。

（記載例）

１ 育児関連手当等

・出産祝金：一人目10万円、二人目20万円、三人目30万円

（多子世帯になるほど10万円増額）

・誕生日祝金：子どもが20歳の誕生日まで、毎年祝金を支給

・健康診断：従業員だけではなく、会社負担で配偶者の健康診断を実施

２ 育児支援など

・時短勤務：子どもが小学校を卒業するまで利用可能

・育児休業ハンドブック：管理職及び該当職員に配布

・社内報等：制度改正等について、社内報を通じ周知している。

・その他 ：保育園迎えにあわせ、時間外労働が発生しないように仕事量

調整し、他職員に振り分ける等で対応している。

３ 業務効率化

・設計から製造までの工程を電子データ化し、製造の進捗状況が部門を超

えてリアルタイムで把握できるなど、調整や作業の効率化を図っている。

次ページへ
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選考にあたっての審査項目は次の通りです。

①他事業者への模範性 ②先進性、独創性 ③継続性、実効性

④子育て支援気運醸成への貢献度 ⑤その他、評価すべき特記事項

「２子育て支援に係る取組の内容」について、実績や効果を記載してくださ

い。実績等について数値がわかるものは、できるだけ記載してください。

（記載例）

・男性育休取得率 Ｒ４：３８％ Ｒ５：７０％ Ｒ６：１００％

・管理職や従業員の意識が変化してきており、会社全体が育児休業を取得す

るのが当たり前の雰囲気になってきている。休職者がいることを前提にする

ことで、ハード面の整備や業務の効率化が進んでいる。

・制度が円滑に活用されていることで、働きやすい会社として評価され、求

人応募率も向上している。直近１０年間、出産や育児を理由とした離職はな

い。

・ＤＸの活用の一環で、組み立て現場においては、作業指示と結果報告を音

声で行うアプリ化を実施。生産性が２０％アップした。従業員全体で情報を

共有することで部門を超えた連携が図れるようになっている。

・「２子育て支援に係る取組の内容」「３取組の効果」について特にアピー

ルしたいポイントを記載してください。

・行政のHP、新聞紙面、メディア媒体での紹介記事等があれば記載ください。

（記載例）

・時短勤務については、従前は３歳までとしていたが、従業員からの要望が

あり、令和５年度から制度に反映した。所属長のヒアリングや、アンケート

調査の実施等でニーズを把握している。子育て世代が希望している取組を充

実させることで、優秀な従業員の確保と長期雇用につながっている。また、

時短勤務を活用している女性職員は、高いパフォーマンスで効率よく仕事を

しており、会社としてのメリットも大きいと感じている。

・育休中の専用タブレットについては、国の先端技術●●補助金を活用して

試験的に導入したことがきっかけで本格導入に至る。国制度の活用事例とし

て令和●年度の補助金制度概要で紹介されている。新聞紙面にて紹介（別添

参照）され、同業者からの視察や問い合わせも多い。

次ページへ
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今後実施を予定している取組、検討した取組や課題解決に向けての所感等が

あれば記載ください。

全ての条件を満たしている必要があります。（ 必須項目）

県の各種広報媒体（ＨＰ、広報紙、冊子等）へ掲載させていただく場合があ

ります。承諾いただける場合はチェックしてください。

入力がすべて終わりましたら、「確認画面へ」をクリックし、内容を確認の

上、提出ください。

参考資料があればPDFで添付してください。


